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 朝鮮半島の南北分断と「敵対双方」の観光化     崔吉城     1 
 台湾の祭祀圏と信者ネットワーク          上水流久彦 13 
 「日語読本」に関する一考察            上田崇仁  37 
研究動向 
 観光人類学研究動向                李良姫   55 
書評 
 西成田豊『在日朝鮮人の「世界」と「帝国」国家』  福井譲   67 




アジア社会文化研究 第 2 号 
2001 年 3 月 
論文 
 朝鮮戦争における国連軍と売春           崔吉城    1 
 日本植民地支配下における文学言説試論       桂文子   17 
 現代韓国社会における火葬と「考」の理念      中村八重  41 
研究ノート 
 近代中国のリベラリズム              水羽信男  55 
書評 




アジア社会文化研究 第 3 号 
2002 年 3 月 
論文 
 韓国演戯の展開様相                  尹光鳳      1 
 北朝鮮の対日外交の特質               福原裕二  17 
 韓国における‘国立墓地’の形成           池映任   47 
研究ノート  
 在日韓国・朝鮮人における差別と国籍           金根五   63 
資料と通信 




2003 年 3 月 
論文 
 レザー・シャー独裁下の 
あるリベラルな政治家の役割と限界          吉村慎太郎  1 
 パキスタンの民族問題に関する一考察          近藤高史   30 
 在朝日本人二世の 
朝鮮・朝鮮人に対する意識形成の研究         曺龍淑   50 
 1990 年前後における台湾での同化教育について      安達信裕  81 
研究ノート 
 フィリピン・ビサヤ民俗社会における 
力・主体・アイデンティティに関する予備的考察   関恒樹   105 
書評 
 山路勝彦・田中雅一編著『植民地主義と人類学』    崔吉城   122 
 洪郁如『日本の植民地統治と「新女性」の誕生』     上水流久彦 131 
 栗原彬・小森陽一・佐藤学・吉見俊哉編 
 『越境する知６ 知の植民地：越境する』     桂文子  135 
彙報 
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アジア社会文化研究 第５号 崔吉城先生退官記念号 
2004 年 2 月 
巻頭言 
崔先生退官記念特集 
フィールドノートから                崔吉城     1 
先生の学問を回想して                尹光鳳   12 
崔吉城先生業績一覧                       18 
論文 
 ラジオ「国語講座」と「国語」教育          上田崇仁   31 
 親族関係の分析にみる訃聞の資料的価値        上水流久彦 44 
 日朝「平壌宣言」への道                福原裕二  69 
 韓国国立墓地における戦死者祭祀に関する一考察     池映任      97 
 チベットの山神崇拝と村落社会            別所裕介   124 
 バングラデシュのイスラーム聖者廟における 
  歴史伝承と系譜的事実               外川昌彦   146 
研究ノート 
 1950 年代日・米・台関係研究と台湾所蔵資料     前田直樹  167 
研究動向 
 1940 年代中国の都市と知識人             水羽信男  182 
書評 
 삼인『재일조선인  그들은 누구인가』 











2005 年 3 月 
論文   
ブロト儀礼の体系 外川昌彦  1 
バングラデシュにおける開発援助と伝統工芸 岡田菜穂子 43 
 中村地平『太陽征伐』論 阮 文雅 75 
















史料紹介   




















2006 年 3 月 
 
論文   
李恢成文学におけるサハリンの風景 金 在国  1 
逃げ去る男たち 羅 玠旻 17 
 「日本語人」の群像 李 郁蕙 38 
 謝罪行為における差異 鄭 加禎 57 
 韓国の臓器移植における儒教 中村八重 74 










書評   




 権悳永『在唐新羅人社会研究』一潮閣 近藤浩一 131 




















アジア社会文化研究 第 8 号 
2007 年 3 月 
 
論文   
チベットの英雄叙事詩「リン・ケサル大王伝」と 
 地域伝統の再編をめぐる一考察 別所裕介 1 
庄司総一の『陳夫人』に見るハイブリッド文化の 
葛藤 王 暁芸 39 
 中島敦と朝鮮 李 月順 67 



































アジア社会文化研究 第 9 号 
2008 年 3 月 
 
論説   
墓と故郷 越智郁乃 1 
武者小路実篤『若き日の思ひ出』論 楊 琇媚 29 
 中国の語文教育 三野園子 49 



























巻頭言－シンポジウムの趣旨について    
講演    
グローバル化の時代の地域研究－その魅力と意義 加藤 博 1 
報告内容    
戦争言説と近代文学に関する一考察 何 資宜 4 
フィールドとのかかわり方を考える 光武昌作 9 
エッセイ   




地域研究に対する質問 その１，その２ 荒木一視 21 




文学研究あるいは言葉の教育と「地域研究」 川口隆行 40 
南アジア研究から見た地域研究の可能性 外川昌彦 44 
時間・民俗との出会い 丸田孝志 49 
シンポジウムを振り返って 三木直大 52 
論説   
「墓の移動」を通じた「沖縄」研究の再考 越智郁乃 57 
「竹島」に見る韓国・韓国人イメージ 福原裕二 73 




書評   
高橋伸夫『党と農民－中国農民革命の再検討－』 丸田孝志 115 
研文出版   










尹光鳳先生業績一覧  1 
神楽との出会い   尹 光鳳 5 
論説   
舜子変文類写本の書き換え状況から見た 
 五代講唱文学の展開 荒見泰史 12 
中国都市部における民族教育に関する一考察 金 成子 37 
“変”から“変文”へ 高井 龍 58 
芥川龍之介の「河童」に見る「狂気」 陳 玫君 83 
ダライラマ14世の平和プランとチベット高原域の 
“文化的領有”をめぐる検討 別所裕介 108 
国共内戦期冀魯豫区の大衆動員における 
政治等級区分の民俗 丸田孝志 133 
研究ノート   
暦と韓国 崔 吉城 162 
『清平山堂話本』から探る敦煌変文の 
後世の話本小説に与えた影響 徐  銘 167 
書評   
張涌泉主編『敦煌経部文献合集』（中華書局） 荒見泰史 180 
李建志『日韓ナショナリズムの解体』（筑摩書房） 中村八重 185 
「20世紀中国」政治史―新刊２冊の紹介と書評 水羽信男 189 
尹光鳳『日本神道と神楽』（テハック社） 尹 祥漢 195 








アジア社会文化研究 第 12号 
2011年 3月 
 
論説   
バングラデシュの手工芸にみる社会関係 
―手織布ジャムダニを事例に― 岡田菜穂子 1 
少年中国主義の成立と課題 
―新文化運動期、王光祈の社会改革論 永見和子 31 
西サハラ問題の変容と国際社会―アフリカ最後の
「植民地」の自立と共存に向けて― 部谷由佳 59 
研究ノート   
対中ODAを巡る日本・中国の認識と中国報道 王  坤 81 
研究動向   
「台湾人」意識の成立をめぐって 川原絵梨奈 97 
研究報告   
近代中国「民間社会」史再考―日本との比較から 水羽信男 107 
小特集   
中国現代詩研究の現在 三木直大 119 
艾青と何其芳を考えていると 
 武田泰淳と木島始の幽霊が出てくる  宇田 禮 123 














巻頭言－シンポジウムについて 高井 龍  
シンポジウム発表報告 
川端康成「禽獣」論 王 薇婷 1 
資料翻訳の問題点 コヴァレンコ、オレクサンドル 2 
シンポジウム論説 
墓と人のエージェンシー 越智郁乃 13 
モノの力と感情の記憶 楊 小平 33 
大学における障害者学生修学支援とICT活用についての 
人類学的研究の可能性 岡田菜穂子 57 
シンポジウム・コメンテーター報告 
「ものの人類学」から地域研究を問い直す 崔 真碩 75 
「もの」研究の新展開に向けて 床呂郁哉 81 
シンポジム参加院生報告  85 
シンポジウム関連研究会報告 
原発に抗する地域社会 中原聖乃 95 
インターフェースのデザイン 遠藤潤一 103 
論説 
ルドルフ・シュタイナーの人間観と宗教性 西井美穂 107 
芥川龍之介「南京の基督」にみる「怪奇」 陳 諭霖 131 
呂赫若作品における「家」の変容について 羅 玠旻 149 
研究ノート・翻訳 
台湾と中国の用語差異 柯 惟惟 173 
新たに確認された「王陵変文」の一残簡 Victor H.Mair(高井 龍 訳） 189 




















（1）投稿希望者は 8 月 31 日までに所定の用紙（「投稿申込書」）で申し込む 
こと（電子メールによる添付書式も可）。 












 ①論説：16000～20000 字程度（400 字詰め原稿用紙で 40 枚～50 枚程度） 
②研究ノート：12000 字程度（同 30 枚程度） 
③研究動向・調査報告・資料紹介等：8000 字程度（同 20 枚程度） 
④書評：4000 字程度（同 10 枚程度） 
（2）書式等 













タイトル MS ゴシック フォントサイズ 11 
章見出し MS ゴシック 
 １．２．３．…（全角，フォントサイズ 10） 
節見出し MS ゴシック 
 （1）（2）… （半角，フォントサイズ 9） 
本文 MS 明朝 フォントサイズ 9 
数字・英文 章，節見出し以外は全て「Century」 







文字数と行数 余白 用紙サイズ 
文字数 34 上 30mm 下 30mm 
用紙サイズ A4 
印刷の向き 横 
行数 30 外 20mm 
フォント MS 明朝 内 25mm 
フォントサイズ 9 とじしろ 0 



























所 属  
連 絡 先 
住 所 
電 話 
E-mail   
 
１．投稿を希望する原稿の種別（○をつけて下さい） 











































丸田孝志  広島大学大学院総合科学研究科准教授 
中岡志保  京都大学大学院文学研究科グローバル COE研究員 
アン・シェリフ オベリン大学東アジア学科教授 
越智郁乃  福井大学産学官連携本部 博士研究員 
廣瀬光沙  広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期 































てやみません。                      （三木） 
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